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はじめに

ここでは、このマニュアルの対象読者、構成、および表記法について説明します。また、他の

マニュアルの入手方法についても説明します。

ここでは、次の項について説明します。

•対象読者（iiiページ）
•表記法（iiiページ）
•略語の一覧（ivページ）
•関連資料（vページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（vページ）

対象読者
このドキュメントは、Cisco Spaces：SmartWorkspacesアカウントの有効化の担当者を対象とし
ています。このドキュメントの対象者は、主に次のとおりです。

•ハイブリッドワーク体験を有効にできる Cisco Spacesアカウント管理者

•従業員体験を向上させるためにワークスペース施設を改善できるビル管理者

• Smart Workspacesを展開する ITおよびネットワーク管理者

• WebexおよびMerakiテクノロジーの設定を担当するシステム管理者

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。
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表 1 :表記法

説明表記法

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは

太字で記載されます。

コマンド、コマンドオプションおよびキーワードは太字で示

しています。

太字フォント

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値

を指定する引数は、イタリック体で示しています。

イタリック体

GUIの一連のメニュー手順を説明するために使用されます。[Option] > [Option]

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法も使用しています。

次の情報に、役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料が含まれていることを意味しま

す。

（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

注意が必要であることを意味します。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項

が記述されています。

注意

略語の一覧
表 2 :略語の一覧

説明略語

Bluetooth Low EnergyBLE

受信信号強度インジケータRSSI

Service Set IdentifierSSID

汎用一意識別子UUID
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関連資料
• Release Notes for Cisco Spaces

• Cisco Spacesコンフィギュレーションガイド

• Cisco Spacesに関するすべてのサポートドキュメント

CiscoSpacesソリューションの詳細については、https://cisco.com/go/spacesに移動してください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNetにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションガイド
v

はじめに

関連資料

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/release-notes/b-cisco-spaces-rn.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/dna-spaces/series.html
https://cisco.com/go/spaces
https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/site/marketplace/
http://www.ciscopress.com
https://connectthedots.cisco.com/connectdots/serviceWarrantyFinderRequest?fl=wf
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/


Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションガイド
vi

はじめに

マニュアルに関するフィードバック



第 1 章

Cisco Spaces：Smart Workspacesの概要

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションでは、Space Experienceや Space Managerなど
のアプリケーションを通じて、オフィス施設のハイブリッドワークが可能になります。このソ

リューションは、従業員と施設マネージャの両方に、迅速かつ簡単なオンボーディング体験を

提供します。

• Space Managerアプリケーションでは、会議室の収容人数や空き状況などのリアルタイム
の占有率データにアクセスできます。また、このアプリケーションでは、周囲の温度、湿

度、電波品質、ノイズなどの環境関連のテレメトリも表示されます。

• Space Experienceアプリケーションを使用すると、Cisco Spacesを通じて建物やフロア全
体のサイネージを有効にすることができます。

•ライセンス要件（1ページ）

ライセンス要件
Space Experienceと Space Managerの両方のアプリケーションが、Cisco Spaces ACTライセン
スに紐付けられていること。
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第 2 章

Space Experience

• Space Experienceの概要（3ページ）
• Space Experienceを使用したデバイスの管理（3ページ）
• Space Experienceを使用したユーザーの管理（7ページ）

Space Experienceの概要
Space Experienceアプリケーションでは、Cisco Spacesを使用して、職場の会議室、フロア、
および建物全体でデジタルサイネージのオンボード、設定、および管理を行うことができま

す。このアプリケーションでは、Cisco Webexおよび Cisco Webex以外のサイネージでのテレ
メトリパラメータを設定して公開することもできます。これらの更新は、それぞれのサイネー

ジに自動通知されます。

SpaceExperienceアプリケーションは、Cisco SpacesのACTライセンスに紐付けられています。

Space Experienceを使用したデバイスの管理

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[Devices]をクリックします。

ステップ 3 対応するタブをクリックして、[Webex Devices]または [Non-Webex Devices]を選択します。

サイネージ固有の手順については、次のリンクのいずれかをクリックして、必要な手順を選択してくださ

い。

• Webexサイネージのセットアップ（4ページ）

• Cisco Webex以外のサイネージのセットアップ（6ページ）
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3



Webexサイネージのセットアップ

ステップ 1 Webex Control Hubで Cisco Smart Workspacesをアクティブにします。

ステップ 2 Cisco SpacesでWebex Control Hubに接続します。

ステップ 3 Cisco Webexサイネージで Cisco Smart Workspacesを設定します。

次のタスク

詳細については、以下の手順を参照してください。

Cisco Webexの統合

Cisco Webexと Cisco Spacesの統合により、Webex Control Hubアカウントの Cisco Webexデバ
イスは、Webex Control Hubと Cisco Spaces間のクラウド間統合を実行できます。

Cisco Webexの統合では Cisco Smart Workspacesユーザーのみがサポートされています。（注）

この統合は以下をサポートします。

• [Webex Control Hub]からの Cisco Webexワークスペース、デバイス、ワークスペースの場
所、フロアの詳細などのCiscoWebexエンティティの同期。同期プロセスは、Cisco Spaces
ダッシュボードでトークンが設定された後、3時間ごとにバックエンドでスケジュールさ
れます。[Setup] > [Webex]を選択して、トークンを設定します。

• Cisco Webexデバイスは、温度、電波品質、占有率などのデバイスデータを送信し、Cisco
Smart Workspacesで使用されます。

Cisco Webex統合の一部として、Cisco Spacesは、Cisco Webexナビゲータの永続的なWebア
プリとの統合をサポートしています。顧客がCisco Webex Control Hubと Cisco Spacesの統合を
アクティブ化すると、Control Hubで、この統合をサポートする必要な設定が更新されます。

現在、この統合を利用できるのは Cisco Smart Workspacesユーザーのみです。（注）

Cisco Webexの設定

Cisco Webexアカウントを Cisco Spacesに接続してから、Cisco Webexネットワークをロケー
ション階層にインポートできます。

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup] > [Webex]を選択します。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションガイド
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ステップ 3 [Connect your Webex]ウィンドウで、[Connect]をクリックします。

Webexトークンスライダが表示されます。

ステップ 4 [Enter or copy-paste your Webex Token]フィールドに、Cisco Webexトークンを入力します。

[Webex Control Hub]からトークンを取得できます。アクティベーションコードの生成についての詳細は、
「アクティベーションコードの生成（5ページ）」を参照してください。

ステップ 5 [Connect]をクリックします。

CiscoWebexネットワークを [Location Hierarchy]にインポートしているときに、少なくとも 1人のユーザー
が自分の Cisco Spacesアカウントを Cisco Webexアカウントに正常に接続した場合、 Cisco Webex同期ス
テータスは、特定のテナント（アカウント）内のすべてのアクティブユーザーに対して [Active]と表示さ
れます。

図 1 : Cisco Webex同期ステータス

アクティベーションコードの生成

Cisco Webex Control Hubを使用してコードを生成します。

ステップ 1 Cisco Webex Control Hubにログインします。

ステップ 2 [Cisco Webex Control Hub]アカウントの電子メール IDを入力してサインインします。

ステップ 3 [Cisco Webex Control Hub]ダッシュボードで、[Management] > [Workspaces]を選択します。

ステップ 4 [Integrations]タブをクリックします。
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図 2 : Cisco Webex Control Hub

ステップ 5 [Cisco Spaces]アプリのタイルで、[Details]をクリックします。

[Cisco Smart Workspaces]アプリ統合の詳細ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ウィンドウの右上隅にある [Activate]をクリックします。

ステップ 7 [Cisco Smart Workspaces]によって要求された権限を確認し、[Terms and Conditions]チェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 8 [Activate]をクリックします。

ステップ 9 [Copy to Clipboard]オプションを使用してアクティベーションコードをコピーし、コードを Cisco Spacesに
貼り付けて Cisco Webexを統合します。

生成されたアクティベーションコードの有効期限の詳細は、[Activate Integration: Cisco Smart Workspaces]
ウィンドウに表示されます。

Cisco Webex以外のサイネージのセットアップ
このタスクでは、Space Experienceアプリケーションを使用して Cisco Webex以外のデバイス
を設定し、サイネージで Cisco Smart Workspacesをアクティブにする方法について説明しま
す。

Cisco Spaces：Smart Workspacesソリューションガイド
6

Space Experience

Cisco Webex以外のサイネージのセットアップ



始める前に

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[Devices]をクリックします。

ステップ 3 [Devices]ページで、[Non-Webex Devices]タブをクリックします。
[Signages]テーブルが表示され、既存の Cisco Webex以外のサイネージとそのロケーションが一覧表示され
ます。

ステップ 4 Cisco Webex以外のサイネージのアクティベーションコードを生成するには、[View Activation URL]をク
リックします。

ステップ 5 サイネージをアクティブにするには、ブラウザでこのURLをコピーして、サイネージに対して貼り付けま
す。

次のタスク

Space Experienceを使用したユーザーの管理

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Experience]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[User Management]をクリックします。

ステップ 3 [User Management]ウィンドウの [Users]タブをクリックします。

a) Space Experienceアプリケーションを使用するために他のCiscoSpacesユーザーを招待するには、[Invite
User]をクリックします。

以下を指定し、[Send Invitation]をクリックします。

• Cisco Spacesアカウントに関連付けられているユーザーの電子メールアドレス

•ユーザーのアクセス権限に応じたロール。[Read Write User]（フルアクセス）または [Read Only
User]（読み取り専用アクセス）を選択できます。

Space Experienceで使用可能なユーザーロールを表示するには、[User Management]ウィン
ドウの [Roles]タブをクリックします。

（注）

• Cisco Spacesで使用可能な [Location Hierarchy]からのロケーション。すべてのロケーションを表示
するには、[Choose Locations]をクリックします。

b) 既存のユーザーを削除するには、[Users]テーブルで、目的のユーザーを選択して [Delete]をクリック
します。

[Users]テーブルが表示され、使用可能なユーザーと割り当てられたロールが一覧表示されます。
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第 3 章

Space Manager

• Space Managerの概要（9ページ）
• Space Managerを使用したデバイスの管理（10ページ）
• Space Managerを使用したワークスペースの管理（10ページ）
• Space Managerを使用したユーザーの管理（10ページ）
• Space Managerを使用した占有率レポートの設定（11ページ）

Space Managerの概要
Space Managerアプリケーションを使用すると、施設マネージャは、Cisco Catalyst、Cisco
Meraki、Cisco Webex、Cisco IoTのデバイスやセンサーなどの統合デバイスをワークスペース
で設定し、会議室の収容人数や空き状況などのリアルタイムの占有率データにアクセスするこ

とができます。また、このアプリケーションでは、周囲の温度、湿度、電波品質、ノイズなど

の環境関連のテレメトリも、会議室、フロア、または建物の3Dリッチマップに表示されます。

• [Devices]セクションでは、設定されたデバイスとそのテレメトリの詳細をリッチマップに
表示できます

• [Space Management]セクションでは、設定された会議室またはワークスペースの数と、関
連付けられているデバイスの数などの詳細を表示できます。選択したワークスペースのデ

バイスを追加または削除することもできます。

• [User Management]セクションでは、すべての Space Managerユーザーと割り当てられた
ロールのリストを表示できます。特定のワークスペースにユーザーを招待するオプション

もあります。

• [Room Occupancy Reports]セクションでは、ワークスペース（建物またはフロア）の占有
率データが含まれているレポートを設定、表示、およびダウンロードできます。

Space Managerアプリケーションは、Cisco SpacesのACTライセンスに紐付けられています。
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Space Managerを使用したデバイスの管理

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesの [Dashboard] > [ACT Apps]セクションで、[Space Manager]アプリケーションタイルをク
リックします。

[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、[Devices]をクリックします。

ステップ 4 対応するタブをクリックして、[Webex Devices]または [Non-Webex Devices]を選択します。

サイネージ固有の手順については、次のリンクのいずれかをクリックして、必要な手順を選択してくださ

い。

Space Managerを使用したワークスペースの管理
Space Managerアプリの [Space Management]ページで、建物またはフロア内のさまざまなワー
クスペースに関する情報を表示できます。

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[Space Management]をクリックします。

ステップ 3 [Space Management]ページに、設定済みのワークスペースが一覧表示されたテーブルが表示されます。

ステップ 4 ページの上部にある階層ドロップダウンを使用して、設定されたロケーションに移動します。

a) レコードをフィルタ処理するには、[Workspaces without devices]、[Workspaces with Temperature]、また
は [Workspaces with all sensor types]のいずれかのオプションをクリックします。

フィルタをリセットするには、[All Workspaces]をクリックします。

Space Managerを使用したユーザーの管理

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[User Management]をクリックします。

ステップ 3 [User Management]ウィンドウの [Users]タブをクリックします。
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a) Space Managerアプリケーションを使用するために他の Cisco Spacesユーザーを招待するには、[Invite
User]をクリックします。

以下を指定し、[Send Invitation]をクリックします。

• Cisco Spacesアカウントに関連付けられているユーザーの電子メールアドレス

•ユーザーのアクセス権限に応じたロール。[Read Write User]（フルアクセス）または [Read Only
User]（読み取り専用アクセス）を選択できます。

Space Managerで使用可能なユーザーロールを表示するには、[User Management]ウィンド
ウの [Roles]タブをクリックします。

（注）

• Cisco Spacesで使用可能な [Location Hierarchy]からのロケーション。すべてのロケーションを表示
するには、[Choose Locations]をクリックします。

b) 既存のユーザーを削除するには、[Users]テーブルで、目的のユーザーを選択して [Delete]をクリック
します。

[Users]テーブルが表示され、使用可能なユーザーと割り当てられたロールが一覧表示されます。

Space Managerを使用した占有率レポートの設定
SpaceManagerアプリケーションでは、フロアまたは建物の [RoomOccupancy Reports]を設定、
表示、およびダウンロードできます。このレポートでは、選択したフロアと建物のさまざまな

部屋の集計された人数が 15分ごとに提供されます。

[Room Occupancy Reports]には、建物名、フロア番号、部屋名、部屋の収容人数、部屋のピー
ク人数などの情報が含まれています。

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Space Manager]ウィンドウの左側のナビゲーションウィンドウで、[Room Occupancy Reports]をクリッ
クします。

ステップ 3 [Room Occupancy Reports]ウィンドウで、[Create New Report]をクリックします。
[Report Parameters]ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Select Report Level]セクションで、[Buildings]、または [Floors]のいずれかをクリックして選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
[Locations]ペインが表示されます。

ステップ 6 [Locations]ペインで、階層を展開して目的のロケーションに移動し、対応するチェックボックスをオン
にします。

または、[Locations]ペインで、目的の [Building]、または [Floor]を検索することもできます。（注）

選択したロケーションがペインの右側に表示されます。
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ステップ 7 [Next]をクリックします。
[Date Range]ペインが表示されます。

ステップ 8 [Select Date Range]セクションで、占有率レポートの日付範囲を指定するか、頻度を選択することができ
ます。

a) [SpecifyDateRange]：一定期間のレポートが必要な場合は、このオプションを選択し、日付ピッカー
から [Start Date]と [End Date]を選択します。

日付は、選択したロケーションのローカルタイムゾーンに基づいています。（注）

b) [RecurringReport]：定期的な占有率レポートを生成し、次のいずれかのオプションを選択して頻度を
指定する場合は、このオプションを選択します。

• [Weekly]：このレポートには、最後に完了した週（日曜日から土曜日）のデータが含まれます。

• [Bi-weekly]：このレポートには、最後に完了した 2週間のデータが含まれます。

• [Monthly]：このレポートには、最後に完了した月のデータが含まれます。

ステップ 9 [Reporting Time Interval]を指定するには、[15 minutes]、[30 minutes]、または [60 minutes]のいずれかを選
択します。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
[Report Filters]ペインが表示されます。

ステップ 11 [Report Filters]ペインでは、占有率レポートの次の基準を指定できます。

a) [Filter By Specific Day(s)]では、特定の曜日または [All Days of the Week]を選択できます。

少なくとも1つの曜日を選択する必要があります。そうしていない場合、次のエラーメッセー
ジが表示されます。

Atleast one day must be selected to generate a report.

（注）

b) [Filter By Specific Hours]では、[Full Day (24 Hrs)]を選択するか、[Start Time]と [End Time]を指定す
ることができます。

c) [Filter By Capacity of Room(s)]では、目的の部屋の収容人数を選択します。

少なくとも 1つの部屋の収容人数のグループを選択する必要があります。そうしていない場
合、次のエラーメッセージが表示されます。

Atleast one capacity group must be selected to generate a report.

（注）

d) データがない期間のエントリを除外するには、[Skip Empty Rows]を選択します。

ステップ 12 [Create Report]をクリックします。

次のタスク

Space Managerの左側のナビゲーションウィンドウで、[Room Occupancy Reports]に移動しま
す。[Report History]ページでは、次のアクションを実行できます。
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•テーブル内のレポート名に対応する [Download]（固定の日付範囲に設定されたレポートの
場合）または [Download Recent]（定期レポートの場合）をクリックして、設定されたレ
ポートをダウンロードする。

•テーブル内の目的のレポートに対応する省略記号アイコン（[...]）に移動し、[Edit]をク
リックして、設定されたレポートを編集する。

• Space Managerでの占有率レポートの表示

Space Managerでの占有率レポートの表示

ステップ 1 Cisco Spacesで、[Dashboard] > を選択します。
[Space Manager]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[Room Occupancy Reports]をクリックします。

ステップ 3 [Report History]ページで、目的の [Report Name]をクリックします。
詳細なレポートが表示されます。

ステップ 4 [Reports]ペインでは、次の詳細を表示できます。

• [Report Name]：編集可能で、[Report History]テーブルでも更新されます。

• [Buildings]：建物用に設定された占有率レポートに表示され、このレポートに含まれる建物の合計数が
示されます。

• [Floors]：フロア用に設定された占有率レポートに表示され、このレポートに含まれるフロアの合計数
が示されます。

• [Rooms]：このレポートに含まれる建物またはフロアの合計ルーム数が表示されます。

• [Reporting Interval]：部屋のデータがレポートされる頻度です。

• [Showing <reporting period> data]：レポートの頻度です。週次、隔週、月次、または固定間隔のいずれ
かを使用できます。

• [Additional Filters]：レポートのデータがフィルタ処理される基準となる、日、タイミング、および部
屋の収容人数です。

•指定されたレポート基準に従って、個々の部屋（[Workspace]）と、対応する [Floor]および [Building]
の詳細、割り当てられた部屋の収容人数、部屋のピーク時の人数、[Date]および [Interval Start Time
(Local)]が一覧表示されるテーブル。

次のタスク

[Report History]テーブルから、または特定のレポートの表示中に、個々の [Room Occupancy
Reports]を編集およびダウンロードできます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


